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　堀留橋は日本橋川に架かる橋の一つで、九段下駅から歩いて
ほど近く、九段北一丁目と西神田三丁目を結ぶ専大通りに位置
する。現在の橋は1926（大正15）年に完成した鉄筋コンクリート
造のアーチ橋で、「堀留」という橋名は、その場所が、江戸中期
から1903（明治36）年まで外濠の堀留（堀の終点）であったこと
に由来する。
　この周辺は、江戸・明治期の都市計画の中で大きな変遷を遂
げた地域でもある。万治年間（1658～1661年）に、現在の神田
三崎町にある三崎橋から靖国通りの俎橋辺りに至る、神田川の
河道の大部分が埋め立てられたが、1664（寛文4）年に俎橋か
ら堀留橋付近まで再び掘削、舟運に利用される川が整備され
た。そして、明治期に堀留橋から神田川間が掘削され、日本橋と
神田川が合流した。

　1923（大正12）年9月1日、関東大震災が帝都を襲った。東京
市の市街地の約40％が火災で焼失し、死亡者の総計は約10万
5千人にものぼり、橋や鉄道、水道といったインフラも壊滅的な被
害を受ける惨事となった。東京では震災直後から「帝都復興事
業」が始まり、橋梁事業においては、交通機能が遮断されている
状況から早急な復旧が求められた。さらに、耐火・耐震機能を備
えた構造や都市の美観に配慮したデザインが重視された。
　復興事業の対象となった東京の橋は425橋で、その
うち115橋を内務省復興局が、310橋を東京市が担
い、震災復興橋梁は各地域性を踏まえたデザインで造
られた。当時東京における水運の大動脈であった外濠
と神田川の両運河には美しい弧を描くアーチ橋が多く

築造され、震災後には、日本橋川・神田川沿いに堀留橋、雉子
橋、鎌倉橋、常盤橋などのアーチ橋が架けられた。
　鉄筋コンクリート造の簡素ながら力強いアーチ橋である堀留
橋は千代田区の景観まちづくり重要物件に登録され、震災復興
橋梁の象徴として、100年が経つ今もなおその姿を後世に伝え
ている。

1002026年、関東大震災の復興橋梁の一つである「堀留橋」が
竣工して100年となる。江戸時代から続く都市の変遷ととも
に歩んだ歴史を紹介する。
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